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無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

Instagram
nsu_gakuseikoho

ゼミや部活動、学内外のイベントなど、学生が日々取材
に飛び回ります！
学生の視点から産大の魅力をXやInstagramで発信していま
すのでぜひご覧ください。

テーマ：全学年対象「入試直前！面接対策」

テーマ：高校3年生対象「一般入試直前！受験対策」
　　　：高校1・2年生対象「一足お先に産大をチェック！」

0120-787-124（入試課）
お申し込み・お問合せ

nyush i@ada .nsu .ac . jp

X
＠NSU_gakuseikoho

2024年11/9（土）10：30～11：30

2024年12/7（土）10：30～11：30

Zoomによるオンライン形式で開
催します。高校生はもちろん保護者
の方も大歓迎です。
皆さんの参加をお待ちしています！

秋・冬もオンラインで
オープンキャンパスを開催！ 

学生広報チームが
　　　SNSで情報発信！

学事日程（2024年10月～2025年3月）
月 日

5日(土)
8日(火) ～ 10日(木)
11日(金)
12日(土) ～ 13日（日）

10月

7日(土)
24日（火）
30日(月) ～ 1月3日(金)

12月 就職活動集中対策講座(３年生)
学生冬季休業開始
年末年始窓口業務休業日

10日(金) 
17日(金)
23日(木)
28日(火) ～ 30日(木)
31日(金) ～ 2月6日(木)

1 月 授業開始
大学入学共通テスト前日準備日・休講日
地域理解ゼミナール合同発表会(2年生)
補講日
秋学期定期試験期間

7日(金)・10日(月) 
11日(火) 
13日(木) ～ 14日(金)
13日(木)
27日(木)

2 月 予備日
学生春季休業開始
追試験
企業研究セミナー(3年生)
卒業者発表

3日(月)
6日(木)
15日(土)

3 月 再試験
卒業者発表
卒業式・学位授与式

11月 4日（月）
21日（木）

27日（水）

祝日授業日
地域活性ゼミナール
卒業論文中間報告会(4年生)
地域活性ゼミナールガイダンス（2年生）

転学科試験
履修中止申請期間
紅葉祭準備日・休講日
紅葉祭

行　　　事　　　等
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本学の「教育改革」・「経営改革」
CAMPUS TOPICS
在学生・卒業生の活躍
部活動・サークル活動
授業紹介
地域とのつながり
図書館だより
ネットの大学managara
サンチャッカル通信
INFORMATION

2
３
4
5
6
7
8
9
10
11

特集
新潟の球史に新たな1ページ！
新潟産業大学附属高校野球部
県大会初優勝・甲子園初勝利！ 1

表紙の写真「秋桜のおしゃべり」
撮影場所：佐渡見平コスモス畑（柏崎市笠島）

表紙の写真は、本学写真部の森山明佳さん（文
化経済学科1年）の作品です。
暑かった夏の終わりを告げるかのように、笠島
のコスモス畑は今年も満開を迎えました。
海風にそよぎながら思い思いに咲くコスモスた
ち。入道雲を海に
追いやって、あちこ
ちでおしゃべりする
声が聞こえてきそ
うです。

快挙！

お申し込みは
コチラ
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新
潟
の
球
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
！

新
潟
産
業
大
学
附
属
高
校
野
球
部
　県
大
会
初
優
勝
・
甲
子
園
初
勝
利
！

快
挙
！
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⑴　
教
育
内
容
と
教
育
手
法
の
改
革

新
潟
産
業
大
学
は
、２
０
２
２
年
度

か
ら
大
学
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
か
ら
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
、
教
員
の
他
に
職

員
や
学
生
も
授
業
担
当
者
に
取
り
込
み
、

新
入
生
が
大
学
生
活
に
慣
れ
、
何
で
も
相

談
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し

た
。
ま
た
２
０
２
５
年
４
月
に
向
け
、
大

胆
な
教
育
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
二
つ
で
す
。

⒜　
コ
ー
ス
制
で
学
修
内
容
の
「
見
え
る
化
」

一
つ
は
２
学
科
６
コ
ー
ス
制
へ
の
転
換

で
す
。
コ
ー
ス
ご
と
に
「
何
を
学
び
」「
ど

ん
な
力
を
身
に
つ
け
」「
社
会
へ
出
て
ど

の
分
野
で
活
躍
す
る
の
か
」
を
、「
受
験

生
に
向
け
判
断
材
料
を
提
供
」「
見
え
る

化
」
し
ま
す
。

こ
れ
は
本
学
最
大
の
経
営
課
題
で
あ

る
、
入
学
定
員
を
満
た
す
た
め
の
、
新
し

い
学
生
層
開
拓
を
意
識
し
た
改
編
で
も
あ

り
ま
す
。

⒝
「
課
題
解
決
型
能
力
育
成
」
に
向
け
て

も
う
一
つ
は
教
育
手
法
で
す
。
現
在
強

く
要
請
さ
れ
る
「
課
題
解
決
型
能
力
育
成
」

に
向
け
た
教
育
で
す
。

「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
困
っ
て
い
る
こ

と
（
未
知
）」
を
「
こ
う
す
れ
ば
解
決
で

き
る
（
既
知
）」
の
よ
う
に
、「
未
知
」
を
「
既

知
」
に
変
え
る
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
で
、

こ
れ
は
研
究
活
動
そ
の
も
の
で
す
。「
課

題
解
決
能
力
育
成
」
に
は
、〝
研
究
活
動
〟

を
学
生
に
経
験
さ
せ
る
手
法
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

⑵　
地
域
連
携
推
進
の
必
然
性

本
学
は
「
地
域
に
学
び
、
地
域
を
お
こ

す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
連
携
を
重
視

し
て
い
ま
す
。

【
地
域
社
会
は
「
課
題
」
と
「
人
材
」
の
宝
庫
】

地
域
社
会
は
「
課
題
」
の
宝
庫
で
も
あ

り
、
学
生
の
成
長
を
促
す
学
び
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
す
。
地
域
に
は
、
学
生
も
身
近
に

感
じ
る
矛
盾
や
改
善
す
べ
き
点
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。「
何
故
そ
う
な
の
か
」「
理
由

を
知
り
た
い
」「
自
分
（
た
ち
）
の
力
で

何
と
か
し
た
い
」。
こ
う
し
て
学
生
に
は

「
課
題
意
識
」
が
芽
生
え
ま
す
。

そ
の
後
の
展
開
で
は
、
学
生
は
地
域
の

「
人
材
」
の
問
題
意
識
か
ら
も
大
い
に
学

び
、
意
見
交
換
し
、
多
様
な
レ
ベ
ル
で
の

対
策
に
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

二
つ
の
要
素
を
も
つ
本
学
の
大
学
改
革

は
、「
コ
ー
ス
制
に
よ
り
『
地
域
課
題
の

多
様
な
課
題
に
対
応
す
る
学
び
を
用
意
』

し
、『
地
域
の
力
に
依
拠
し
学
生
を
一
緒

に
な
っ
て
育
て
る
』
手
法
を
探
る
」
と
い

う
表
現
に
集
約
で
き
ま
す
。

【
地（
知
）の
拠
点（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）と
し
て
の
大
学
】

地
域
社
会
で
存
在
感
の
あ
る
大
学
で
あ

る
こ
と
が
、
学
生
募
集
に
つ
な
が
る
「
経

営
力
強
化
」
の
大
き
な
要
素
で
す
。
産
官

学
民
挙
げ
て
の
協
力
体
制
で
、
若
者
が
育

ち
、
定
着
す
る
地
域
社
会
を
創
り
上
げ
、

人
口
減
少
・
若
者
流
出
と
い
う
困
難
な
課

題
に
、
総
力
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

こ
う
し
た
視
点
で
、
本
学
の
春
日
俊
雄

客
員
教
授
の
紹
介
で
、
柏
崎

市
、
県
教
委
、
校
長
会
、
県

内
地
域
高
校
、
企
業
な
ど
を

旺
盛
に
訪
問
し
、
懇
親
を
深

め
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

趣
旨
に
賛
同
く
だ
さ
っ
た
柏

崎
市
コ
ミ
ュ
テ
ィ
推
進
協
議

会
と
も
協
定
を
結
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

⑶　
文
部
科
学
省「
地
方
大
学

改
革
支
援
」に
応
募

本
学
が
改
革
を
進
め
る
の

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
文
部

科
学
省
は
、
地
方
小
規
模
大

学
を
対
象
に
、
略
称
「
キ
ラ

リ
と
光
る
教
育
力
」
と
い
う

経
営
改
革
支
援
策
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
全
国
で
45
校
を
目
安
に
、
年

間
１
０
０
０
～
２
５
０
０
万
円
を
５
年
間

補
助
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
向
け
て
本
学
で
は
、
昨
年
10

月
よ
り
応
募
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
支

援
策
の
趣
旨
に
則
り
、
柏
崎
市
の
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
を
研
究
し
た
と
こ
ろ
、
本
学
の
新

し
い
２
学
科
６
コ
ー
ス
体
制
の
学
修
内
容

が
、
学
生
募
集
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

政
策
課
題
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。「
産
官
学
民
の
連

携
に
よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
教
育
・
研

究
の
発
展
で
、
地
域
活
性
化
の
扉
を
開
く
」

と
の
趣
旨
で
応
募
し
、
現
在
は
採
択
結
果

を
待
っ
て
い
ま
す
。

第
一
〇
六
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
新

潟
大
会
に
お
い
て
、
新
潟
産
業
大
学
附
属
高

等
学
校
野
球
部
が
見
事
初
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
全
国
大
会
で
も
初
戦
で
埼
玉

の
花
咲
徳
栄
高
校
を
破
り
、
甲
子
園
初
勝
利

を
挙
げ
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
、
初
戦
を
六
日
町
高
校
に

９
対
１
で
勝
利
す
る
と
、
新
潟
明
訓
高
校
、

村
上
桜
ケ
丘
高
校
、
日
本
文
理
高
校
、
中

越
高
校
と
県
内
の
強
豪
校
を
次
々
に
撃
破
。

一
戦
ご
と
に
自
信
と
成
長
を
積
み
重
ね
、
勝

ち
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
７
月
26
日
（
金
）
に
迎
え
た
決
勝
、

帝
京
長
岡
高
校
戦
。
相
手
の
エ
ー
ス
ピ
ッ

チ
ャ
ー
か
ら
、
中
村
心
虹
君
の
先
制
適
時
三

塁
打
な
ど
で
４
点
を
奪
い
、
守
っ
て
は
先
発

の
宮
田
塁
翔
君
か
ら
田
中
拓
朗
君
へ
の
必
勝

リ
レ
ー
で
反
撃
を
か
わ
し
４
対
２
で
勝
利
！

見
事
ノ
ー
シ
ー
ド
か
ら
の
初
優
勝
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

産
附
ナ
イ
ン
は
甲
子
園
で
も
粘
り
の
野
球

を
貫
き
ま
し
た
。
８
月
９
日
（
金
）
の
１
回

戦
で
は
、
埼
玉
県
代
表
の
強
豪
、
花
咲
徳
栄

高
校
と
対
戦
。
試
合
に
は
全
校
生
徒
や
保
護

者
に
加
え
、
柏
崎
市
内
の
高
校
生
、
産
大
吹

奏
楽
部
と
一
般
の
方
で
結
成
さ
れ
た
吹
奏
楽

団
「
チ
ー
ム
柏
崎
」
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
に
乗
せ
た
大
応
援
の
後
押
し
を
受

け
て
、
試
合
は
２
対
１
で
競
り
勝
ち
、
記
念

す
べ
き
甲
子
園
初
勝
利
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ

れ
は
新
潟
県
勢
と
し
て
も
７
年
ぶ
り
と
な
る

甲
子
園
で
の
勝
利
で
し
た
。

２
回
戦
で
は
京
都
国
際
高
校
と
対
戦
。
試

合
は
中
盤
ま
で
両
チ
ー
ム
が
譲
ら
な
い
息
を

吞
む
展
開
で
し
た
が
、
最
後
は
惜
し
く
も
０

対
４
で
敗
れ
、
産
附
ナ
イ
ン
の
「
熱
い
夏
」

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
有
力
選
手
を
集
め
る
強
豪
校
を

相
手
に
、
臆
す
る
こ
と
な
く
自
分
た
ち
の
野

球
を
や
り
遂
げ
た
産
附
ナ
イ
ン
。
そ
の
活
躍

は
、
柏
崎
は
も
と
よ
り
、
新
潟
県
民
、
さ
ら

に
は
全
国
の
人
々
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
！

柏崎市コミュニティ推進協議会との連携協定調印式
横田誠一協議会会長と本学梅比良眞史学長

文部科学省に提出した本取組の概念図

新
潟
産
業
大
学
の「
教
育
改
革
」お
よ
び「
経
営
改
革
」  

副
学
長　

住
吉　
廣
行

協議の
成果

学びの成果

課題解決型の学びで即戦力となる人材を育成

▶ 「現実」から「理論」へ向かう教育法

▶ 「地域社会」と「大学」での学びの螺旋型往還

年 月現在改組構想中

柏崎市の政策体系 新産大の教育改革

柏崎地域の課題

少子高齢化・労働力不足・若者の流出

まちづくりの目標 政策課題に対応した 学科 コース制度

新産大の組織改革

迅速な意思決定と財政健全化 経営力の強化

産業・雇用
『豊かさ』をつなぐ

防災・生活・環境
『頼もしさ』をつなぐ

健康・福祉
『健やかさ』をつなぐ

教育・スポーツ
『たくましさ』をつなぐ

魅力・文化
『柏崎らしさ』をつなぐ

自治経営
多様な主体と共創する

キラリと光る人材養成とその地元定着化

留学生の受け入れ強化と国際化への対応

学友会の活性化で元気なｷｬﾝﾊﾟｽを創出

産官学民連携のプラットフォーム構築

産 商工会議所
地元企業 など

官 柏崎市役所
刈羽村役場 など

学
新潟産業大学
地域連携センター

民 コミュニティセンター
地域の協議会 など

学生食堂の活用

地域活性化に
携わる人々の
集いの場に！

「地域に学び、地域をおこす」

魅力的な
まちづくり

活気ある
社会の創造

豊かな
人材の育成

持続可能な
地域づくり

地域と大学の
な

関係性を構築

地域課題解決策への提言

学びへ還元

地域と大学の連携

初優勝！歓喜の瞬間

甲子園出場を前に柏崎市長を表敬訪問

2-1で甲子園初勝利！



CAMPUS TOPICS
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７
月
25
日
（
木
）、
柏
崎
市
夏
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
、
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
「
た
る

仁
和
賀
パ
レ
ー
ド
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
本
学
も
参
加
し
、
産
大
み
こ
し

を
担
い
で
市
内
「
え
ん
ま
通
り
」
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
水
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

陸
上
競
技
部
、
空
手
道
部
、
卓
球
部
の
運
動

部
に
所
属
す
る
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
み
こ

し
を
担
ぎ
、
若
さ
溢
れ
る
「
わ
っ
し
ょ
い
！
」

の
大
き
な
掛
け
声
で
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。
他
の

参
加
団
体
の
方
々
か
ら
「
元

気
が
あ
っ
て
良
い
ね
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
、
学
生
た
ち
が

そ
の
声
に
笑
顔
で
応
え
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
翌
日
に
は
本
学
附

属
高
校
野
球
部
が
新
潟
県
大

会
の
決
勝
戦
を
控
え
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
附
属
高
校
の

の
ぼ
り
を
目
に
し
た
市
民
の

方
か
ら
た
く
さ
ん
の
激
励
の

言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
部
前
で
の
口
上
を
務
め

た
宮
越
妃ひ
よ
り由
さ
ん(
文
化
経

済
学
科
１
年)

は
、「
今
年

初
め
て
ぎ
お
ん
柏
崎
祭
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
学
生
代
表

と
し
て
口
上
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
さ
ら
に
柏
崎
と

産
大
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
、
私
自
身
も
全
力
で
楽
し
み
ま
す
」
と

初
の
大
役
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
振
り
返
り
ま

し
た
。

翌
日
の
花
火
大
会
と
と
も
に
、
年
に
一
度
、

柏
崎
が
最
も
盛
り
上
が
る
「
ぎ
お
ん
柏
崎
ま

つ
り
」。
地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て
、
本

学
と
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
が
よ
り
深
ま

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
27
日
（
土
）
か
ら
８
月
11
日
（
日
）

に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
て
第
33
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
水
球
で
は
、
本
学
卒
業
生
の
稲
場
悠

介
選
手
（
２
０
２
２
年
度
卒
業
）、
新
田
一

景
選
手
（
２
０
２
０
年
度
卒
業
）、
水
球
部

コ
ー
チ
の
棚
村
克
行
選
手
の
３
名
が
日
本
代

表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
、
５
月
10
日
（
金
）
に
柏

崎
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
ち
か
ら
で
記
者
会
見
が

行
わ
れ
、
棚
村
選
手
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で

新
田
、
稲
場
両
選
手
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
見
で
稲
場
選
手
は
、「
ま
ず
は
ベ
ス
ト

８
を
目
標
に
、
メ
ダ
ル
の
獲
得
を
目
指
し
ま

す
。
個
人
と
し
て
は
得
点
を
量
産
し
て
賞
も

狙
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く

語
り
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
本
番
。
結
果
は
惜
し
く
も

予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
稲
場
選
手
は

抱
負
の
と
お
り
、
全
試
合
を
通
し
て
チ
ー
ム

最
多
と
な
る
21
得
点
を
あ
げ
る
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

10
月
に
は
、
地
元
柏
崎
で
第
１
０
０
回
日

本
選
手
権
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
選
手
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

ま
す
。

大
会
戦
績

Ｖ
Ｓ　

セ
ル
ビ
ア　
　
　
　

15-

16

Ｖ
Ｓ　

フ
ラ
ン
ス　
　
　
　

13-

14

Ｖ
Ｓ　

ハ
ン
ガ
リ
ー　
　
　

10-

17

Ｖ
Ｓ　

ス
ペ
イ
ン　
　
　
　

８-

23

Ｖ
Ｓ　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

14-

13

［ 

選
手
か
ら
の
一
言 

］

新
田
一
景　
選
手

パ
リ
五
輪
で
は
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
柏
崎
で
日
本

選
手
権
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

棚
村
克
行　
選
手

新
潟
産
業
大
学
の
み
な
さ
ん
パ
リ
五
輪
の

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
10
月
に

は
日
本
選
手
権
が
柏
崎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。

甲
子
園
球
場
開
場
１
０
０
周
年
と
な
っ
た

記
念
す
べ
き
夏
の
高
校
野
球
選
手
権
大
会

に
、
新
潟
県
代
表
と
し
て
附
属
高
校
が
初
出

場
し
ま
し
た
。

試
合
に
際
し
、
柏
崎
市
内
の
高
校
生
と
市

民
に
よ
る
吹
奏
楽
団
「
オ
ー
ル
柏
崎
」
が
結

成
さ
れ
、
１
回
戦
、
２
回
戦
と
甲
子
園
へ
応

援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

快
晴
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
応
援
席
に

ど
っ
か
り
と
陣
取
っ
た
「
オ
ー
ル
柏
崎
」。

そ
の
中
に
は
本
学
吹
奏
楽
部
の
平
井
創
大
さ

ん
（
文
化
経
済
学
科
３
年
）
と
田
中
夢
翔
さ

ん
（
経
済
経
営
学
科
２
年
）
も
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
。
猛
暑
を
も
の
と
も
し
な
い
大
迫

力
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

現
地
で
も
素
晴
ら
し
い
応
援
だ
っ
た
と
高

い
評
価
を
受
け
、
本
人
た
ち
も
「
大
舞
台
で

演
奏
す
る
夢
が
叶
っ
た
！
」
と
充
実
し
た
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

産
大
吹
奏
楽
部
で
は
部
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
で
も
大
歓
迎
！
一
緒
に
気
持

ち
よ
く
音
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り「
た
る
仁に

わ

か

和
賀
パ
レ
ー
ド
」に
参
加吹

奏
楽
部

甲
子
園
で
応
援
演
奏

２
０
２
４
年　
パ
リ
五
輪

　
　
　
男
子
水
球
で
卒
業
生
が
出
場
！

53基のみこしが練り歩きました

９
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）
名
古

屋
市
立
大
学
滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開

催
さ
れ
た
「
地
域
活
性
学
会
第
16
回
研

究
大
会
」
に
お
い
て
、
本
学
学
生
と
卒

業
生
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
受
賞
を
し
た
の
は
、
村
上
翔
琉

さ
ん
（
経
済
経
営
学
科
４
年
）
と
奥
野

飛
龍
さ
ん
（
２
０
２
３
年
度
経
済
経
営

学
科
卒
業
）
で
す
。
発
表
論
題
は
、「
柏

崎
市
西
山
町
に
お
け
る
道
の
駅
を
活
用

し
た
買
い
物
難
民
・
子
育
て
世
代
支
援

策
の
提
言
」
で
、
多
く
の
研
究
者
が
出

席
す
る
中
、
研
究
成
果
を
堂
々
と
発
表

し
、
見
事
受
賞
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

お
二
人
の
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。

地
域
活
性
学
会

　
第
16
回
研
究
大
会
で

　
　
　
　
　
奨
励
賞
を
受
賞左が村上さん、右が奥野さん

口上を述べる宮越さん

平井創大さん

田中夢翔さん

左から　棚村選手、稲場選手、新田選手
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「
博
物
館
学
芸
員
課
程
」

教
授
　
片
岡
　
直
樹

学
芸
員
と
は
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
に
勤

め
る
専
門
職
員
の
こ
と
で
す
。
博
物
館
や
美

術
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
収
集
・
保
管
・

展
示
・
調
査
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
の
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
て
い
る
の
が
学
芸
員
で
す
。

学
芸
員
の
資
格
は
博
物
館
法
に
規
定
が
あ

り
、
取
得
に
は
国
家
試
験
に
合
格
す
る
方
法

と
大
学
の
課
程
で
所
定
の
単
位
を
修
得
す
る

方
法
と
が
あ
り
ま
す
。
本
学
に
は
資
格
取
得

の
た
め
の
科
目
群
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
「
博
物
館
学
芸
員
課
程
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
学
で
は
家
に
掛
軸
や
古
美
術

品
が
あ
る
と
い
う
学
生
、
幅
広
い
教
養
を
身

に
つ
け
た
い
と
い
う
学
生
の
多
く
が
資
格
を

取
得
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
の
よ
う

に
30
～
60
代
の
社
会
人
の
方
々
が
参
加
さ

れ
、
学
生
ら
と
と
も
に
学
芸
員
の
資
格
を
取

得
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
格
を
取
得
す
る
に
は
必
修
科
目
９
科
目

と
選
択
必
修
科
目
９
科
目
の
う
ち
４
科
目
の

単
位
を
修
得
し
、
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
、
課
程
修
了
者
に
は
「
学
芸
員

資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
課
程
の
大
き
な
特
色
は
必
修
科
目
の

一
つ
に
学
内
実
習
と
学
外
実
習
か
ら
な
る

「
博
物
館
実
習
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
う
ち
学
内
実
習
で
は
仏
像
・

絵
巻
物
・
掛
軸
・
民
具
な
ど
の
実
物
を
使
っ

て
正
し
い
取
り
扱
い
方
を
学
ぶ
ほ
か
、
梱
包

の
仕
方
や
拓
本
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
す
。

学
外
実
習
で
は
７
～
９
月
の
７
～
10
日
間

ほ
ど
学
外
の
博
物
館
や
美
術
館
に
通
い
、
現

場
の
学
芸
員
の
先
生
に
実
務
を
学
び
ま
す
。

実
習
先
は
柏
崎
市
立
博
物
館
の
協
力
を
得
て

い
る
ほ
か
、
受
講
生
の
希
望
に
応
じ
て
東
京

や
九
州
を
含
む
県
内
外
の
館
に
受
け
入
れ
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

じ
っ
さ
い
に
学
芸
員
と
な
る
学
生
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
戦
争
や
経
済
優
先
に

よ
る
文
化
財
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
文

化
財
を
深
く
理
解
し
、
こ
れ
を
慈
し
む
心
を

持
っ
た
「
市
民
学
芸
員
」
の
養
成
も
ま
た
、

わ
れ
わ
れ
の
大
切
な
責
務
と
考
え
ま
す
。

皆
さ
ん
も
新
潟
産
業
大
学
で
学
び
、
学
芸

員
の
資
格
を
取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

【
学
生
の
コ
メ
ン
ト
】

澤
井
ほ
の
か
さ
ん
（
文
化
経
済
学
科
４
年
）

大
学
生
活
で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
に

挑
戦
し
た
い
と
思
い
、
学
芸
員
課
程
を
履
修

し
ま
し
た
。
特
に
印
象
深
い
の
は
、
博
物
館

実
習
で
す
。
他
の
実
習
生
た
ち
と
協
力
し
て

楽
し
み
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

「
地
域
経
済
学
」

助
教
　
澁
谷
　
朋
樹

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、
地
域

経
済
の
実
態
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。「
地
域
経
済
学
」
の
講
義
で
は
、

基
礎
的
な
理
論
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
種

統
計
の
分
析
を
通
じ
て
各
地
域
に
お
け
る

課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
地
域
づ
く
り
の
事
例
に
つ
い
て
も
学
ん

で
い
ま
す
。

近
年
、
地
域
経
済
で
注
目
す
べ
き
ト
ピ
ッ

ク
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
観
光
産
業
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
地
域
創
生
で
も
観
光
は
柱
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
個
人
や
少
人
数
グ

ル
ー
プ
で
の
旅
行
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
生
ま

れ
て
お
り
、
観
光
ス
タ
イ
ル
で
は
映
画
や
ド

ラ
マ
、
ア
ニ
メ
、
文
学
な
ど
の
作
品
ゆ
か
り

の
地
を
訪
問
す
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ア
ニ

メ
関
連
の
も
の
は
「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
」
と

呼
ば
れ
、
国
内
の
み
な
ら
ず
外
国
人
旅
行
客

の
訪
日
目
的
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
動
向
が
地
域
経
済
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク

ト
は
と
て
も
大
き
く
、
学
問
的
側
面
か
ら
い

え
ば
地
域
経
済
学
で
も
関
連
す
る
研
究
の
蓄

積
が
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
を
持
続
的
に
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
に
即
し
た
情
勢
の

変
化
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
本
講
義
は
、
新
た
な
情
報
を

常
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

地
域
経
済
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の

地
域
の
振
興
策
を
学
術
的
に
考
え
て
い
く
た

め
の
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

陸
上
競
技
部
は
、
今
年
度
５
名
の
新
入
部

員
が
加
わ
り
、
７
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
（
土
）
２
日
（
日
）
に
は
、
富

山
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

第
98
回
北
信
越
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
女
子

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
に
出
場
し
た
松
本
愛
美

選
手
（
文
化
経
済
学
科
３
年
）
が
３
位
に
、

男
子
走
幅
跳
に
出
場
し
た
矢
代
珀
選
手
（
文

化
経
済
学
科
１
年
）
も
３
位
に
な
り
表
彰
台

に
立
ち
ま
し
た
。

松
本
選
手
は
、
第
46
回
北
日
本
学
生
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
（
北
日
本
イ
ン
カ
レ
・

於
石
川
県
西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場
）
に

出
場
。
惜
し
く
も
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

男
子
水
球
部
は
６
月
の
中
部
学
生
選
手
権

を
勝
ち
抜
き
、
８
月
28
日
（
水
）
か
ら
31
日

（
土
）
の
４
日
間
、
東
京
２
０
２
０
五
輪
の
水

泳
競
技
会
場
と
な
っ
た
東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
に
て
全
日
本
学
生
選
手
権
に
出

場
し
ま
し
た
。
結
果
は
初
戦
で
明
治
大
学
に

惜
敗
も
、今
後
に
期
待
の
持
て
る
内
容
で
し
た
。

女
子
水
球
部
で
は
、
９
月
９
日
（
月
）
か
ら

12
日
（
木
）
の
４
日
間
、
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
水
球
）
競
技

会
に
新
潟
県
代
表
と
し
て
、前
野
美
月
選
手（
経

済
経
営
学
科
４
年
）
と
栗
林
陽
華
選
手
（
経
済

経
営
学
科
３
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
北
信
越
大
学
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
の
１
部
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
今
シ
ー
ズ

ン
も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
10
月
ま
で
８
校
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。（
９

月
10
日
現
在
、５
勝
５
敗
で
８
チ
ー
ム
中
４
位
）

同
時
に
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
リ
ー
グ
戦

で
も
信
越
地
区
で
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
し

て
健
闘
し
て
い
ま
す
。

１
部
リ
ー
グ
の
試
合
は
、
週
末
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
産
大
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

５
月
19
日
（
日
）、
第
50
回
北
信
越
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
形
個
人
戦

男
子
部
門
で
小
川
虎
太
朗
選
手
（
経
済
経
営

学
科
４
年
）
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た

川
野
春
哉
選
手
（
経
済
経
営
学
科
１
年
）
も

準
優
勝
し
、
共
に
表
彰
台
に
上
が
り
ま
し
た
。　

二
人
は
北
信
越
代
表
と
し
て
、
７
月
６
日

（
土
）・
７
日
（
日
）
に
姫
路
市
で
行
わ
れ
た

第
68
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

空
手
道
部
は
、
今
期
は
女
子
部
員
も
加
わ

り
、
少
人
数
な
が
ら
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
部
員
も
募
集
中
で
す
。
初
心
者
も
歓
迎

で
す
の
で
、
体
を
鍛
え
た
い
人
は
是
非
！

部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介

サ
ッ
カ
ー
部

北
信
越
大
学

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

空
手
道
部

全
日
本
学
生
選
手
権
出
場

陸
上
競
技
部

北
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場

水
球
部

イ
ン
カ
レ
出
場

博物館実習中の澤井さん



学外者利用を再開しております。
入館の際にはカウンターにてお手続きを
お願いいたします。ご来館をお待ちしております。

開館日／平日　9:00 ～ 18:00（開講中）
　　　　　　　9:00 ～ 17:00（休暇中）
※土日祝日は休館いたします。
　詳しくは、図書館のHPまたは Instagramからカレンダーをご覧ください。

新潟産業大学附属図書館　Tel.0257-24-8435　E-Mail：library@ada.nsu.ac.jp

一般の方のご利用について

地域とのつながり

漫画

小説

児童書（絵本・童話）

エッセイ

人文社会学系

理系

ノンフィクション

13％

16％10％
3
％

4％

自己啓発

5％

5％

4％

図書館だより

これまで青海波では、先生方のおすすめ本を紹介してきました。

今回は特別編ということで、新潟産業大学の職員が朝礼の中で取り上げたおすすめの本を紹介してみたいと思います。

幼い頃に読んだ本、子どもと一緒に読んだ本、自己啓発のための本、関心がある分野の本、好きな物語など

普段、事務室で黙々とデスクワークをしている職員ですが、おすすめの本で人柄が伝わりましたら幸いです。

ホームページInstagram

ブクログ
（新着図書紹介）

新潟産業大学附属図書館

小　　説
汝、星のごとく
准教授・高槻彰良の推察
流星ワゴン
博士の愛した数式
アルジャーノンに花束を
成瀬は天下を取りにいく
ミッキーマウスの憂鬱
グレート・ギャツビー
峠
ボックス!
そして、バトンは渡された
シャーロック・ホームズの事件簿
シャーロック・ホームズの帰還
下町ロケット
陸王
源氏物語

漫　　画 児童書（絵本・童話）
暗殺教室
ルックバック
ミステリと言う勿れ
ONE PIECE
闇金ウシジマくん
ゴールデンカムイ
名探偵コナン
GTO
サムライうさぎ
ハイキュー!!
鬼滅の刃
SPY×FAMILY

おばけのてんぷら
アレクサンダとぜんまいねずみ
おおきな木
パンダ銭湯
ドコカの国にようこそ!
パンどろぼう
ムーク
なまえのないねこ
だいすき ぎゅっ ぎゅっ
いもむしのゴロゴロ

理　　系
運動脳
Newton
エレガントな宇宙: 超ひも理論がすべてを解明する
未確認生物ＵＭＡ

人文社会学系
翻訳できない世界のことば
誰も知らない世界のことわざ
こども六法
英語シナリオで楽しむ美女と野獣
歴史街道

ノンフィクション
もの食う人びと
殺人犯はそこにいる
ワイルド・スワン

自 己 啓 発
心に効く「賢人のひと言」
嫌われる勇気
チーズはどこへ消えた?
迷路の外には何がある?
修身教授法

エッセイ
ハル2 哲学する犬からの伝言
窓ぎわのトットちゃん
それでも僕は歩き続ける
犬と猫どっちも飼ってると毎日たのしい

★印がついている本は、本学の図書館で貸し出しが可能です。

産大職員のおすすめ本

新潟産業大学の本棚でも期間
限定で、職員のおすすめ本を紹
介しています。

★
★
★

★
★
★
★

★
★

★
★
★

★

★

★
★
★
★

★

★
★

★

地
域
貢
献
活
動
レ
ポ
ー
ト

ブクログ（新潟産業大学附属図書館の本棚）
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海
岸
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
し
た

５
月
11
日
（
土
）
に
柏
崎
市
中
央
海
岸
で

柏
崎
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
海
岸
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
水
球
部
や
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
部
、
陸
上
競
技
部
な
ど
の
運
動
部
を
は

じ
め
、
学
友
会
、
書
道
部
な
ど
有
志
50
人
余

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
抜
け
る
よ
う
な

青
空
の
も
と
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
海
の
ま
ち
柏
崎
を
市
民
の

手
で
守
っ
て
い
く
」
と
い
う
強
い
思
い
が
感

じ
ら
れ
、
学
生
た
ち
も
、
爽
や
か
な
海
風
を

感
じ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て
い
ま

し
た
。

「
毎
年
、
流
木
・

ア
シ
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の

破
片
な
ど
が
流

れ
着
き
、
強
い

風
に
よ
っ
て
砂

浜
全
体
に
広
が

る
状
態
を
繰
り

返
し
て
い
る
」

と
い
う
主
催
者

の
言
葉
の
通
り
、

作
業
範
囲
は
大

変
広
域
で
し
た
。

波
打
ち
際
に
あ
る
こ
れ
ら
の
破
片
や
吸
い
殻

な
ど
を
回
収
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む

と
、
集
約
ス
ペ
ー
ス
は
一
時
間
ほ
ど
で
ゴ
ミ

袋
が
山
積
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
清
掃
活
動
で
「
風
の
陣
」
や
「
大

花
火
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
夏
の
海
水

浴
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
美
し
い
砂
浜
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
観
光
で
訪
れ
る
多
く

の
方
々
に
柏
崎
が
魅
力
あ
る
町
と
し
て
印
象

に
残
る
よ
う
、
今
後
も
学
生
た
ち
が
先
頭
に

立
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
に
寄
与

で
き
れ
ば
、
本
学
に
と
っ
て
も
幸
い
で
す
。

社
会
課
題
解
決
型

　
　
ハ
ッ
カ
ソ
ン
で
ア
プ
リ
作
成

７
月
５
日

（
金
）
～
７
日

（
日
）
に
日

本
青
年
会
議

所
主
催
「
社

会
課
題
解
決

型
ハ
ッ
カ
ソ

ン 

in 

柏
崎
」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本

学
２
～
４
年

生
11
名
が
参

加
し
、
新
潟

工
科
大
学
の
学
生
と
の
混
合
チ
ー
ム
で
、
Ｉ

Ｔ
を
生
か
し
た
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組

み
ま
し
た
。「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」と
は「
ハ
ッ
ク
」

と
「
マ
ラ
ソ
ン
」
を
合
せ
た
造
語
で
、
今
回

は
柏
崎
市
と
刈
羽
村
か
ら
提
示
さ
れ
た
子
育

て
、
観
光
、
農
業
と
い
っ
た
地
域
課
題
に
対

し
て
、
３
日
間
で
集
中
し
て
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
開
発
、
提
案
し
ま
し
た
。

初
日
は
猛
暑
の
中
、
テ
ー
マ
毎
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
向
き
、
地
域
課
題
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
２
日

目
に
は
、
若
者
ら
し
い
独
創
的
な
視
点
で
ア

イ
デ
ア
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。
中
間
発
表

で
は
ア
イ
デ
ア
を
社
会
実
装
に
つ
な
げ
る
た

め
の
手
厳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た

が
、
各
チ
ー
ム
と
も
夜
遅
く
ま
で
粘
り
強
く

作
業
を
進
め
ま
し
た
。

最
終
日
の
成
果
発
表
会
で
は
、
一
晩
で
見

事
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
提
案
が
続

き
ま
し
た
が
、
本
学
の
佐
藤
凪
紗
さ
ん(

文

化
経
済
学
科
４
年)

、
掛
川
航
喜
さ
ん(

経

済
経
営
学
科
２
年)

ら
が
提
案
し
た
「
Ｙ
ｅ

ｓ
!!
農
ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
農
家
の
人
手
不
足
を
解
消
す
る

だ
け
で
な
く
、
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

も
結
び
付
く
、
等
身
大
の
提
案
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

近
年
、
動
画
制
作
や
ス
マ
ホ
教
室
の
講
師

な
ど
、
学
生
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
地
域

活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
文
科

系
の
学
生
で
も
で
き
る
ア
プ
リ
開
発
に
よ
る

地
域
貢
献
の
場
面
も
増
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。



通信だより
新
潟
産
業
大
学
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ

ル
が
お
届
け
す
る
コ
ー
ナ
ー『
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
』。

誰
も
が
１
回
で
終
了
か
と
思
っ
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。と
こ
ろ
が

ま
さ
か
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
で
す
。み
ん
な
引
き
続
き
応
援
よ
ろ
し

く
ち
ゃ
っ
か
る
！

ボ
ク
の
グ
ッ
ズ
が
で
き
た
よ
！

ボ
ク
の
新
作
グ
ッ
ズ
が
完
成
！
し
か
も
２
つ
も
！
こ
れ
で
ボ
ク

も
人
気
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
仲
間
入
り
ち
ゃ
っ
か
る
ね
。

「
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
」

　
柏
崎
愛 

を
ス
テ
ッ
カ
ー
に
込
め
ま
し
た
。愛
車
に
貼
れ
ば
燃

費
向
上
、交
通
安
全
、無
病
息
災
、恋
愛
成
就
、夫
婦
円
満
間
違
い
な

し
！（
注・あ
く
ま
で
も
個
人
の
感
想
で
す
）

「
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
ク
リ
ア
ー
フ
ァ
イ
ル
」

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
校
し
て
く
れ
た
高
校
生
に
差

し
上
げ
て
い
ま
す
。み
ん
な
、産
大
で
ボ
ク
と
握
手
！

 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ボ
ク
の
似
顔
絵
や
励
ま
し
の
お
便
り

を
募
集
し
て
る
ち
ゃ
っ
か
る
。ご
応
募
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
、

「
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

宛
先
は「
入
試
課
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
係
」ま
で
！

大
学
公
式
の
Ｘ
や
イ
ン
ス
タ
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
！

新潟産業大学では、皆さまからの温かいご支援による学生の学ぶ環境の向上を目指しております。
寄付金は3,200万円を目標額としており、老朽化が著しいマイクロバス入れ替えの購入資金や、本館トイレ改修工事費、
学生ラウンジやＡ号館大教室(221、111教室)等のエアコン入れ替えに活用させていただきます。皆さまからの温かい
ご支援の一つひとつが教育を支える力となり、学生生活を豊かにすることに繋がります。ご支援に賛同いただける方
は、下記のＱＲコードよりお手続きをお願いいたします。【寄付金のご応募は任意です】

「 目 標 」「 目 標 」 『
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
』

2005年に産大マスコット
として誕生。名前の由来は
産大のサン、チャイカ（ロシ
ア語でカモメ）のチャ、カル
メギ（朝鮮語でカモメ）の
カルを足したもの。

【PROFILE】
サンチャッカル

( 二代目 )

高
校
球
児
の

目
標
は
甲
子
園
。

日
本
一
の

大
学
マ
ス
コ
ッ
ト

ち
ゃ
っ
か
る
！

さ
っ
そ
く

サ
イ
ン
の
特
訓

ち
ゃ
っ
か
る
！

ボ
ク
の

目
標
は…

皆さまからの温かいご支援をお待ちしております。
新潟産業大学基金　ご支援のお願い

こちらから
ご覧くださいmanagara Days続々更新中！

講
義
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
生
活
の
す
べ
て
が
フ
ル
オ
ン
ラ
イ

ン
で
完
結
す
る「
ネ
ッ
ト
の
大
学 

m
a
n
a
g
a
r
a（
経
済
学
部
経

済
経
営
学
科
通
信
教
育
課
程
）」は
開
設
よ
り
４
年
目
を
迎
え
、

今
年
度
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
す
。１
２
０
０
名
を

超
え
る
学
生
が
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。　
そ
ん
な
m
a
n
a
g
a
r
a
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
、ま
た
ど
の
よ
う
に
学
び
を
進
め
て
い
る
の
か
を
中
心

に
、m
a
n
a
g
a
r
a
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

オ
フ
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施

m
a
n
a
g
a
r
a
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、定
期
的
に
オ
フ

ラ
イ
ン
で
の
交
流
も
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
既
に
２
回
実
施
し
て

お
り
、第
１
回
は
５
月
に
新
潟
産
業
大
学
内
で
開
催
。全
国
各
地
か
ら

学
生
た
ち
が
集
ま
り
、学
生
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、教
職
員
と
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。ま
た
、開
催
日
当
日
は
か
し
わ
ざ
き
風
の
陣
と
重
な
り
、

柏
崎
市
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
回
は
、６
月
に
東
京
・
池
袋
の
第
一
学
院
m
a
n
a
g
a
r
a 

Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
で
開
催
。明
る
く
開
放
的
な
教
室
で
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
交
流
も
組
み
合
わ
せ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
、m
a
n
a
g
a
r
a
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
対
策
に「
就
活
共
通
テ
ス
ト
」を
導
入

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
就
職
支
援
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
す
べ
く
、「
Ａ
Ｉ

面
接
官
」と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
面
接
練
習
が
行
え
る「
就
活
共
通
テ
ス

ト
」の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。昨
今
、企
業
で
も
Ａ
Ｉ
面
接
官
の

導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

導
入
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、就
活
共
通
テ
ス
ト
の
活
用
の
仕
方
は
も
ち

ろ
ん
、就
職
活
動
に
お
け
る
面
接
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
理
解
が
で

き
ま
し
た
。就
職
活
動
に
今
ま
さ
に
力
を
入
れ
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん

も
、こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
学
生
の
皆
さ
ん
も
、最
先
端
の
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、就
職
活
動
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

♦「
就
活
共
通
テ
ス
ト
」と
は
・・・

　「
Ａ
Ｉ
面
接
官
」が
事
前
に
作
成
し
た
Ｅ
Ｓ（
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
）を

元
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
質
問
を
展
開
し
、本
番
さ
な
が
ら
に
面
接

練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。自
分
の
強
み
、弱
み
を
客
観
的
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ネ
ッ
ト
の
大
学
ｍ
ａ
ｎ
ａｇ
ａ
ｒ
ａ
レ
ポ
ー
ト

寄付金窓口
QRコード

vol.2

平成21年購入
マイクロバス
走行距離
274,600km(10/2時点)
エアコン故障・修理不能

学生ラウンジ
A号館大教室
GHPエアコン
室外機故障

本館小教室
エアコン室外機故障

ラ
ジ
オ「
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
」に
出
演

m
a
n
a
g
a
r
a
生
が
、ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ｍ
の
ラ
ジ
オ
番
組「
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
」に
出
演
し
ま
し
た
。こ
の
番
組
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
経
営
者
と
Ｚ

世
代
に
よ
る『
未
来
創
造
会
議
』」で
す
。Ｚ
世
代
が
経
営
者
か
ら
生
き

方
や
仕
事
観
な
ど
を
学
び
、経
営
者
は
Ｚ
世
代
か
ら
今
と
未
来
を
学
び

ま
す
。

Ｚ
世
代
代
表
と
し
て
、そ
し
て
m
a
n
a
g
a
r
a
生
代
表
と
し
て
出
演

し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
は
、学
ん
で
い
る

経
済
・
経
営
の
知
識
を
活
か
し
な
が

ら
、経
営
者
の
方
々
と
堂
々
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

期
待
で
す
。

過去のmanagara
生の出演は
こちらから

オンラインでオープンキャンパスを開催しています。詳細はホームページをご
覧ください。学生もオープンキャンパスの運営を担い、managara ならではの
学生生活を未来の後輩に紹介しています。

お問い合わせ先「ネットの大学managara教育相談室」
　　　　　　　Tel：0120（836）047
E-mail：managara_nyushi@ada.nsu.ac.jp

managaraで学ぶ学生の声をぜひご覧ください。
様々な状況や想いを抱いて学ぶ学生たちのリアルな
声に元気付けられます。

〞

〝
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青海波（せいがいは）

発　行　日／令和６年10月
編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川4730番地
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

Instagram
nsu_gakuseikoho

ゼミや部活動、学内外のイベントなど、学生が日々取材
に飛び回ります！
学生の視点から産大の魅力をXやInstagramで発信していま
すのでぜひご覧ください。

テーマ：全学年対象「入試直前！面接対策」

テーマ：高校3年生対象「一般入試直前！受験対策」
　　　：高校1・2年生対象「一足お先に産大をチェック！」

0120-787-124（入試課）
お申し込み・お問合せ

nyush i@ada .nsu .ac . jp

X
＠NSU_gakuseikoho

2024年11/9（土）10：30～11：30

2024年12/7（土）10：30～11：30

Zoomによるオンライン形式で開
催します。高校生はもちろん保護者
の方も大歓迎です。
皆さんの参加をお待ちしています！

秋・冬もオンラインで
オープンキャンパスを開催！ 

学生広報チームが
　　　SNSで情報発信！

学事日程（2024年10月～2025年3月）
月 日

5日(土)
8日(火) ～ 10日(木)
11日(金)
12日(土) ～ 13日（日）

10月

7日(土)
24日（火）
30日(月) ～ 1月3日(金)

12月 就職活動集中対策講座(３年生)
学生冬季休業開始
年末年始窓口業務休業日

10日(金) 
17日(金)
23日(木)
28日(火) ～ 30日(木)
31日(金) ～ 2月6日(木)

1 月 授業開始
大学入学共通テスト前日準備日・休講日
地域理解ゼミナール合同発表会(2年生)
補講日
秋学期定期試験期間

7日(金)・10日(月) 
11日(火) 
13日(木) ～ 14日(金)
13日(木)
27日(木)

2 月 予備日
学生春季休業開始
追試験
企業研究セミナー(3年生)
卒業者発表

3日(月)
6日(木)
15日(土)

3 月 再試験
卒業者発表
卒業式・学位授与式

11月 4日（月）
21日（木）

27日（水）

祝日授業日
地域活性ゼミナール
卒業論文中間報告会(4年生)
地域活性ゼミナールガイダンス（2年生）

転学科試験
履修中止申請期間
紅葉祭準備日・休講日
紅葉祭

行　　　事　　　等

青海波新潟産業大学報
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本学の「教育改革」・「経営改革」
CAMPUS TOPICS
在学生・卒業生の活躍
部活動・サークル活動
授業紹介
地域とのつながり
図書館だより
ネットの大学managara
サンチャッカル通信
INFORMATION

2
３
4
5
6
7
8
9
10
11

特集
新潟の球史に新たな1ページ！
新潟産業大学附属高校野球部
県大会初優勝・甲子園初勝利！ 1

表紙の写真「秋桜のおしゃべり」
撮影場所：佐渡見平コスモス畑（柏崎市笠島）

表紙の写真は、本学写真部の森山明佳さん（文
化経済学科1年）の作品です。
暑かった夏の終わりを告げるかのように、笠島
のコスモス畑は今年も満開を迎えました。
海風にそよぎながら思い思いに咲くコスモスた
ち。入道雲を海に
追いやって、あちこ
ちでおしゃべりする
声が聞こえてきそ
うです。

快挙！

お申し込みは
コチラ
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